


　テレビや雑誌で最近目にすることの多くなった「スーパーフ

ード」。からだに良さそうなのはなんとなくわかるけど、実際は

よくわからないといったニュアンスが本音ではないでしょうか。

　スーパーフードとは、数十年前に北米で確立された概念

で、抗酸化物質やビタミンなど　“健康に有益な栄養素を

多く含んでいる食品”　という意味合いで使われていること

が多いようです。アサイーなどを含むベリー類、カカオ、マ

カなどが代表的なスーパーフードです。

　これらを含む食品は希少で、あまり市場に出まわりにくい

ものもですが、スーパーフードになじみの薄い日本でもにわ

かに広がりをみせており、それらを気軽に楽しめるスムージ

ーやグラノーラなどのカフェメニューも展開される事が多く

なりました。

　その中で、最近最も注目されて

いる“スーパーフード”に、メキシコ

原産のシソ科の果実の種“チアシ

ード (CHIA SEED)”があります。

チアシードの皮は、食物繊維、カルシウム、ビタミン、鉄、な

どのミネラルが豊富に含まれるうえ、オメガ3、オメガ6を豊

富に含んだオイルで構成されています。又、チアシードに

は、体内で合成する事の出来ない9種の必須アミノ酸のう

ち、8種類もの必須アミノ酸が含まれています。これらの有

益な成分が高いチアシードを日常の食に取り入れる事で、

成人病予防やアンチエイジング、ダイエットなど様々な健

康作用が期待され、今、世界中で注目をあびています。

　ほぼ無味のチアシードは、ごはんにふりかけたり、パンやク

ッキーにねりこんだり、ヨーグルトやジュースに混ぜて簡単に

摂取できますが、海外では、チアシードを使用した製品も多

数あり大ヒットしています。わが社でも、日本での商品化を

目指し現在取り組みをしていますので是非ご期待ください。

（レポート：岡田）

アメリカを中心に
世界で注目されるスーパーフード

　大手の寡占化・PB化による不安はありますが、一方で有

機市場・和食の伸長と言う明るい兆しもあり、今後も海外

で売れる伝統的な和食の展開に努めたい、と改めて感じ

ました。また、イギリスの倍の人口がいながら、有機市場は

半分にも満たない日本の事を考えると・・・いつかWhole 
Foodsのようなスーパーができないかなあと願っています。

(レポート：松田）

 これはイギリスに限ったことではないのですが、明らかに和

食系の店舗が増え、また質も上がっている?　寿司・刺身・

天ぷら・鉄板焼と言った今までの海外での『高級和食』か

らより庶民的な和食が世界的に広がってきていると感じま

す。特にロンドンではおにぎり・丼物・うどん・そばの店もあ

り、現地在住でも日本食が恋しい、と思うことはなさそうで

す。昨年末の和食世界文化遺産登録はビジネスに好影

響を与えそう?　とお客様に伺ったところ、『現地では大した

ニュースにもならず、それは無さそう』と言う残念な返事…

でも文化遺産登録とは関係無しに和食人気は広がってお

り、いずれは『寿司　ラーメン　カレー』と言う日本の3大国

民食がそのまま海外でも広がりそうな気がします。

和食世界文化遺産登録?

チアシードを使用した参考商品「CHIA SQUEEZE」

参考: イギリスにおける食品小売販売額と市場シェア（2008年） 

企業名
販売額　(千ポンド)

【1ポンド＝145.5円で換算】
国内市場
シェア（%）

テスコ

アズダ

セインズベリー

モリソンズ

6,351,531 【約924億円】

3,410,431 【約496億円】

3,175,543 【約462億円】

2,233,137 【約325億円】

30.9%

16.8%

16.0%

11.8%

【出典】TNS Worldpanel 「A Snapshot of the UK grocery market」 NoveMBer 2008 より
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